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第Ⅱ章 「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」の作成 

本章では、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」策定までの流れ、「全体計画の中

間取りまとめ（第２回）」への更新に向けて、計画の位置づけと更新との視点、「全体計

画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」と業務内容の対応関係、部分的な検討の深

化（イメージスケッチ、道路ネットワーク・道路配置計画、周辺市街地との連携、今後の

取組に向けた課題）、海外・国内の先進事例調査について整理した。 

１．「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」作成の流れ 

本節では、昨年度作成した「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（事務局案）」から

「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の策定までの流れについて整理した。 

今年度は、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（事務局案）」をもとに、「普天間

飛行場跡地利用計画中間取りまとめ（第２回）検討委員会」（以下「検討委員会」とい

う。）を３回開催し、議論及び意見等を反映しながら検討を進め、「全体計画の中間取り

まとめ（第２回）（委員会案）」を作成した。 

今後、この委員会案をもとに、沖縄県及び宜野湾市が「全体計画の中間取りまとめ（第

２回）」を策定する。 

  

「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」策定の流れ 「全体計画の中間取りまとめ(第２回)(事務局案)」作成 （R3.3） 

「全体計画の中間取りまとめ(第２回)(委員会案)」作成（R4.3） 

普天間飛行場跡地利用計画策定全体会議 
・経緯報告・「全体計画の中間取りまとめ(第２回)」の説明・今後の進め方の確認 

第２回検討委員会（Ｒ4.1） 

委員会素案に対する意見交換 

第３回検討委員会（Ｒ4.2） 

委員会案の確認･意見交換 

第１回検討委員会（Ｒ3.11） 

「全体計画の中間取りまとめ(第２回)」策定に向けた進め方と 

今年度の到達点の確認 

事務局案の説明 

委員会案作成に向けた見直し点確認･意見交換 

「全体計画の中間取りまとめ(第２回)」策定・公表 
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図Ⅱ－１ 「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」策定の流れ 
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２．「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」への更新に向けて 

本節では、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」への更新に向けて、位置づけ及び

更新の視点を整理した。 

 

（１）「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の位置づけ 

平成８年の「沖縄に関する特別行動委員会」(SACO)の最終報告において、普天間飛行

場の全面返還が合意されて以降、普天間飛行場の跡地利用については、沖縄県と宜野湾

市の共同により策定された「普天間飛行場跡地利用基本方針」及び「普天間飛行場跡地

利用計画の策定に向けた行動計画」にもとづく取組を経て、平成 25 年３月にこれまでの

「跡地利用計画」策定に向けた中間的な成果となる「全体計画の中間取りまとめ」を策

定した。 

「全体計画の中間取りまとめ」は、「県民･地権者等との合意形成の促進」、「県内外

に向けた『跡地利用情報』の発信」、「今後の計画づくりの推進」の役割を果たし、その

内容は、「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」等の広域計画や「基本方針」の跡地利用の目

標等を踏まえた「跡地利用の目標と実現に向けた取組」、「計画づくりの方針」、「空間

構成の方針」、「今後の取組と手順」として取りまとめた。 

「全体計画の中間取りまとめ(第２回)」は、「全体計画の中間取りまとめ」以降の取組

経過を踏まえた更新版として、令和３年３月に作成した「事務局案」をもとに、検討委員

会において、「委員会案」の提言を取りまとめ、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）

（委員会案）」をもとに、沖縄県及び宜野湾市が策定する。 
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（２）「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」への更新の視点 

普天間飛行場の返還見通しが不確定な中、「全体計画の中間取りまとめ」策定から９

年が経過し計画条件の更新、状況及び時代のニーズの変化が見られる。「中間取りまと

め」策定後に確認された現段階で把握できている条件の下で、現時点の価値観や技術等

の将来見通しを踏まえ、中間段階の計画の更新を行う。 

 

 
  

【更新の視点①】上位計画等の改定 

・「全体計画の中間取りまとめ」策定以降に策定・改定された既定計画、関連調査

等の内容を反映 

【更新の視点②】状況の変化等 

・ 統合計画で示されたキャンプ瑞慶覧全体の返還見通しから中部縦貫道路のルー

ト見直し 

・ 現時点で想定される返還時期が不確定 

・ 西普天間住宅地区跡地開発の進展など周辺状況の変化 

・ 社会経済動向の変化 

 今後、沖縄県においても人口減少・超高齢化の時代が到来 

 空港・港湾施設等の拡張により、観光需要、特にインバウンド需要の増大見

込み 

 ウィズコロナ・ポストコロナ時代の新しい生活様式への転換が加速化 

 高度な先端技術の導入であらゆる課題が解決されていく「Society5.0」社

会への変革 

 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）達成と持続可能な社会の実現に向けた取

組の推進 

 脱炭素社会（カーボンニュートラル）の実現に向けた取組の推進 

 デジタル技術の進化と変革（ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)） 

【更新の視点③】計画条件の更新 

・ 関連文献調査やヒアリング等により普天間飛行場の現況について詳細な情報を

確認し、自然環境や文化財にかかる計画条件を更新 

・ 主要幹線道路及び鉄軌道を含む公共交通軸のルート・構造等、広域的な都市基

盤整備にかかる検討の進捗 

【更新の視点④】「全体計画の中間取りまとめ」以降の検討経過 

・ 有識者や地権者等で構成する有識者検討会議等により、新たに提起、示唆され

た事項等の「計画内容の具体化」段階における取組成果 

図Ⅱ－２ 「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」における更新の視点 
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３．「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」の作成 

本節では、作成した「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」（以下「計

画書」という。）と、特記仕様書における「業務内容（１）『全体計画の中間取りまとめ

（第２回）（委員会案）』の作成」として検討した内容との対応関係について、下表のよ

うに整理した。 

なお、作成した委員会案及びその参考資料については、本報告書巻末の資料編に掲載

する。 

 

また、業務内容(１)の「8）部分的な検討の深化」については次節「４．部分的な検討

の深化」、「9）海外の現地調査を踏まえた先進事例調査」については次々節「５．先進

事例調査」において整理している。 

 

業務内容 
全体計画の中間取りまとめ 

（第２回）（委員会案） 

（１）「全体計画の中間取りまとめ（第２回）

（委員会案）」の作成 

 １）計画の位置づけ 

 

 

「計画の位置づけ」 

（計画書 P１～６）参照 

※本報告書本章１．２．にて整理 

2）跡地利用の目標及び実現に向けた取組 「Ⅰ 跡地利用の目標と実現に向けた取組」 

（計画書 P７～15）参照 

3）跡地の将来像 「Ⅱ 跡地の将来像」 

（計画書 P16～18）参照 

4）計画づくりの方針 「Ⅲ 計画づくりの方針」 

（計画書 P19～50）参照 

5）空間構成の方針 「Ⅳ 空間構成の方針」 

（計画書 P51～69）参照 

6）今後の取組内容と手順 「Ⅴ 今後の取組内容と手順」 

（計画書 P70～77）参照 

 

 

 



 第Ⅱ章 ｜ 「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」の作成 

 

Ⅱ-5 

４．部分的な検討の深化 

本節では、部分的な検討の深化として、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員

会案）」の「Ⅳ.空間構成の方針」における配置方針図の補足資料として、将来像のイメ

ージスケッチを作成するとともに、関連部局が実施する調査や策定する計画を踏まえた

道路ネットワーク・道路配置計画の検討の深化・課題の抽出、周辺市街地整備との連携

における課題の抽出を行った。また、今後の取組の具体化に向けた課題を整理した。 

 

（１）将来像のイメージスケッチの作成 

本項では、三つの土地利用ゾーン（振興拠点ゾーン、都市拠点ゾーン、居住ゾーン）の

空間利用のイメージ共有等を図ることを目的に、各ゾーンの考え方を整理した上でイメ

ージスケッチを作成した。 

 

（１）－１ イメージスケッチ作成の考え方 

イメージスケッチは、以下の考えのもと作成した。 

 

・現段階の計画では、具体的な施設の配置・形態・ボリュームは未定であること、

また外観だけでは示しきれない機能も多いことから、イメージスケッチでは具

体的な形態よりも活動のシーンを表わすことに主眼を置き、複数の場面をコラ

ージュして１枚の絵として表わす形式とした。 

・スケッチで表現する事項は、土地利用及び機能導入の各方針におけるキーワー

ドから代表的なものを導いた。また、国内外の参考事例、委員や市民との対話

を通じて得られたイメージも参考としている。 

 

具体的なキーワード等について、次頁の表に整理する。 
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表Ⅱ-１ イメージスケッチ作成上のキーワード・表現する主な要素 

 「全体計画の中間取りま

とめ(第２回)(委員会案)」 

「Ⅲ―２ 土地利用及び

機能導入の方針」の項目 

キーワード 表現する主な事項 

共通 

１．新たな価値を生み出

す「みどり」の創造 

新たな高付加価値を生み出す源とし

ての緑地空間／みどりの中のまちづ

くり 

・みどりの中のまちづくり 

スケッチ

1 

 

振興拠点 

ゾーン 

２．沖縄振興に向けた象

徴となる空間の形成 

１）大規模公園エリアの

中核となる沖縄振興

コアの形成 

新たな価値を創造／ヒト･モノ･コト

を惹き付ける魅力／緑地空間と振興

拠点が連携 

・大規模な緑に囲まれた沖縄振興

コア  

・国際ビジネス・交流拠点として、

世界の多様な人々が活発に交流

するシーン 

・学術研究拠点として、先端技術

の研究シーン・議論のシーン 

・海への眺望や緑、開放的デザイ

ンなど創造性を養う環境 

３．多様な機能の複合に

よるまちづくり 

２）振興拠点ゾーンの形

成 

先進的な技術／多才な人材の誘致／

大規模公園エリアと融合した知的生

産の場／創造と交流の場／ 

リゾートコンベンション／優れた環

境づくり／ 

基幹産業の集積地形成の拠り所とな

る中核施設／ 

国際協力／研究開発機能 

スケッチ

2 

 

都市拠点 

ゾーン 

３．多様な機能の複合に

よるまちづくり 

１）多様性（ミクストユ

ース）による都市活

力の持続 

ミクストユース／都市活力／多機能

混合型街区／ 

複合的なまちづくり／ 

・職･住･遊の複合的な機能を有す

る、都心の拠点施設や共同住宅

のイメージ 

・屋外空間の活用シーン 

・各種交通機関のシームレスな接

続イメージ 

・市民広場や商業地に人々が集ま

り、賑わいや文化が生まれるシ

ーン 

３）都市拠点ゾーンの形

成 

 

 

 

 

 

 

新しい都心／多様な機能・用途を備

えた空間が混在／集客拠点／新しい

交通網／県民や観光客が楽しめるま

ちづくり／ 

市庁舎を含む市民利用施設／市民広

場／教育・文化／ 

都心の生活利便を享受／ 

スケッチ

3 

 

居住 

ゾーン 

３．多様な機能の複合に

よるまちづくり 

４）居住ゾーンの形成 

緑豊かな環境づくり／ゆとりある居

住環境／省エネ・省資源の推進／ 

かつての空間特性を再生･活用／歴

史・文化資源／歴史・文化資源を結

ぶ居住ゾーンの顔／民俗文化の再生

／コミュニティ再生と移住・滞在者

の参画・交流を促す施設／ 

・みどりの中のゆとりある住宅地 

・並松街道、カー、拝所などの歴

史文化資源が生かされ、親しま

れるシーン 

・人々の交流・コミュニティが育

まれるシーン 

・環境共生技術を組み込んだ施設 
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（１）－２ イメージスケッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-３ イメージスケッチ（振興拠点ゾーン） 

●多才な人材の知を結び合わせる
創造・交流の場 

●イノベーションを育む場 

●新しい価値を生み出す沖縄振興コア 

●研究・ビジネスの交流機会 
●創造性を刺激する開放的な環境 

●先進的な研究の場 
①大規模公園エリアの中核となる沖縄振

興コアの全体イメージ。豊かな緑の中、

新たな産業関連施設が集積し、創造と交

流の場を形成する。 

②世界から多才な人材が集い、国際交流や

国際協力が活発に行われる。 

③先進的な研究が展開される。 

④国内外の企業や研究機関との連携で、研

究開発からイノベーションが育まれる。 

⑤世界から先端的な企業が立地し、リゾー

トコンベンションが活発に開催され、国

際ビジネス・交流拠点が形成。研究とビ

ジネスの連携・交流により、研究成果が

社会実装へつながる。 

⑥自然豊かな魅力的な空間、アートのある

環境が人々の創造性を刺激する。 

② 
① 

④ ⑤ ⑥ 

③ 
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図Ⅱ-４ イメージスケッチ（都市拠点ゾーン） 

② ③ 

① 

④ ⑤ 

①都市拠点のイメージ。交通結節点と集客

施設や市民サービス施設が一体となり、

魅力的で利便性が高い新たなまちの核

となる。 

多様な移動手段が接続し、シームレス

な移動環境が確保される。 

②オフィス、店舗、公共施設などが魅力的

に混在するミクストユースが、新しいラ

イフスタイルにもつながるコンパクト

で魅力あるまちを生む。 

③便利なまちなかにありながら緑豊かな

都心共同住宅。多様な層が住まい、持続

的なまちづくりを支える。 

④身近なイベントが行われる市民広場。市

民や観光客が思い思いに楽しみ、交流が

生まれる。 

⑤広域集客拠点が備わり、周囲のまちにも

多彩な賑わいが生まれる。 

●都心の共同住宅 

●新しい交通網がつなぐにぎわいの集客拠点 

●誰もが思い思いに楽しめる市民広場 
●昼夜、多彩な表情を楽しめる集客拠点となるまち 

●働く場と暮らしの場が一体となったミクストユースのまち 
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図Ⅱ-５ イメージスケッチ（居住ゾーン） 

●居心地のよい緑地空間 

●緑豊かなゆとりある居住環境 

●伝統行事を通した 
地域コミュニティの形成 

●歴史・文化資源を活かした公園 

●地域活動の拠点となる 
コミュニティ施設 

●首里城と普天満宮を結ぶ並松街道の継承 

①住宅を中心とする街区のイメージ。ゆと

りある住宅地には豊かな緑が育ち、環境

と調和した住みやすく魅力的なまちが

形成される。 

②地域で大切に継承されているカーや御

嶽などを活かした公園では、歴史文化に

身近に親しむことができる。 

③首里城と普天満宮を結ぶ重要な歴史の

道であり、美しい松並木で知られた並松

街道の風景が継承され、跡地のシンボル

の一つとなっている。 

④綱引きなどの民俗文化を通して、新たな

まちに住まう人々のつながりが生まれ

る。 

⑤地域活動の拠点となるコミュニティ施

設。最先端技術を柔軟に導入し環境に配

慮したデザインともなっている。 

⑥居住ゾーンから都市拠点を見通す緑地

空間に、緑豊かなまちが実感できる。 

⑥ 

① 

② 
③ 

⑤ 

④ 
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（２）道路ネットワーク・道路配置計画の検討の深化・課題の抽出 

本項では、過年度、跡地利用側から示した宜野湾横断道路の位置・線形にかかる条件

等に対する道路部局の検討状況を踏まえ、跡地利用側の視点で検討案に対して、課題等

の抽出を行った。 

 

（２）－１ 課題抽出の視点・検証方法 

＜課題抽出の視点＞ 

●配置方針図（全体計画の中間取りまとめ（第２回））作成にあたっての配慮：  

(ⅰ) 活用すべき自然・歴史特性を「公園・緑地」として確保することを最優先とする 

(ⅱ) 跡地内外を貫く広域的な都市基盤（主要幹線道路、鉄軌道を含む新たな公共交通

軸）の配置にあたって、地形等の物理的制約によりやむを得ず(ⅰ)の確保が困難

な場合においては、極力、活用すべき自然・歴史特性の保全・活用に努める 

(ⅲ) 緑地空間は、(ⅰ)で確保する「公園・緑地」のみならず、土地利用ゾーンと一体

で創出する 

 

●跡地利用計画との整合性・課題等の検証⇒跡地側から道路部局への提言：  

・重要な植生・重要な文化財、斜面緑地など（普遍的資源）に対する影響の検証 

・道路ネットワークとの整合性の検証 

 

＜課題等の検証方法＞ 

検証事項 検証方法 

・重要な植生・重要な文化財、斜

面緑地などに対する影響範囲

の検証 

・道路部局検討案と普遍的資源配置図を重ね合わせ、

斜面緑地や重要な植生などに与える影響範囲・課

題を検証 

・道路ネットワークとの整合性の

検証 

・道路部局検討案と普天間飛行場跡地道路ネットワ

ーク図を重ね合わせ、跡地側の示す道路ネットワ

ークとの整合性を確認し、道路ネットワークに与

える影響・今後の課題などを検証 
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（２）－２ 重要な植生・重要な文化財、斜面緑地などに対する影響範囲の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宜野湾横断道路検討位置

（道路部局） 

西側跡地境界周辺 

・洞穴・重要な植生に影響を与える可能性

がある 

東側跡地境界周辺 

・メーヌカーへ影響を与える可能性は低いと

想定される 

・宜野湾クシヌウタキ遺跡・湧水・洞穴に影

響を与える可能性がある 

・沿道には拝所・洞穴等、多くの資源が近隣

に位置している 

 
区域が特定される緑 

区域の調整が可能な緑 

 

凡例 

 

図Ⅱ－６ 普遍的資源配置図 

宜野湾横断道路検討位置 

（道路部局） 
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（２）－３ 道路ネットワークとの整合性の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－４ 道路ネットワーク・道路配置計画の検討の深化を踏まえた課題の整理 

 

跡地側の検討

課題等 

・宜野湾横断道路と地区幹線道路が近接し、跡地内の道路密度のバランス

が偏るため、道路ネットワークの見直しが必要 

関連部局との

調整課題等 

・植生や斜面緑地・遺跡等へ影響を与える可能性があるものの、道路の線

形・縦断勾配等は、跡地側に配慮したものとなっている。そのため、整

備にあたっては、早期に立ち入り調査を実施し、詳細な現況を把握が必

要 

・立ち入り調査の結果によっては、道路部局との綿密な連携のもと、柔軟

な対応が必要 

・中部縦貫道路・西海岸道路・国道 330 号等と宜野湾横断道路を接続させ

る等、跡地とのアクセス性の配慮が必要なため、道路部局の検討を踏ま

え、調整を行う 

 

宜野湾横断道路検討位置 

（道路部局） 

図Ⅱ－７ 普天間飛行場跡地道路ネットワーク図 

 

宜野湾横断道路と 

地区幹線道路が近接 

・道路部局の検討による宜野湾横断道路の位置は、跡地利用側の検討位置よりも北側によっ

ており、一部地区幹線道路と近接している 

・宜野湾横断道路と跡地内外（跡地周辺）の道路は、立体交差を基本として検討されている 
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（３）周辺市街地整備との連携における課題の抽出 

本項では、道路ネットワーク・道路配置計画を踏まえ、周辺市街地整備との連携にお

ける課題の抽出を行うとともに、さらに、跡地利用までの時間軸を鑑み、先行的に着手

すべきエリアの考え方を整理した。 
 

（３）－１ 「計画づくりの方針」において位置づけた『今後の取組』（検討事項） 

・跡地利用を図るには、跡地内外にまたがる交通インフラ（主要幹線道路）整備が不可

欠である。また、跡地と接続する道路等は、跡地への生活インフラ（電気、ガス、水

道、下水道、通信等のライフライン）供給ルートの役割も果たす。 

・既成市街地における道路等整備は時間を要するため、跡地内に先駆けた検討・整備が

必要であることから、『今後の取組』のうち、当面は、下記着色部を検討する。 
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（３）－２ 検討の深化「周辺市街地整備との連携に向けた取組」 

（３）－２－１ 【STEP１】関連部局による計画内容の把握 

■跡地利用関連プロジェクト 

西普天間住宅地区跡地 沖縄健康医療拠点の形成に向けて土地区画整理事業が実施中 

キャンプ瑞慶覧ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ･

ｺﾘﾄﾞｰ地区 

立地特性や地区特性を活かしたまちづくりに向けた跡地利用計画を検

討中 

■その他主なプロジェクト 

西海岸リゾート地域 民間投資による仮設避難港の整備を検討中 

大山土地区画整理事業 

（仮称）大山地区においては、土地区画整理事業の事業化検討段階で

あり基本構想の実現方策の検討などまちづくり基本調査を進めている

状況 

普天間地区 
各種講座や平和学習などを行う交流施設の整備や門前広場等の整備

を実施し令和 7 年度完了に向けて事業執行中 

真栄原地区 
子育てや健康増進機能等を備えた交流施設の整備を実施し令和７年

度完了に向けて事業執行中 

■主要幹線道路の整備見通し 

中部縦貫道路 

平成28年度より「普天間飛行場跡地等道路整備検討会議」において、

道路整備のあり方等を継続的に検討中（基地返還から整備・供用開始

まで概ね10年程度を想定） 

宜野湾横断道路 

平成28年度より「普天間飛行場跡地等道路整備検討会議」、平成30

年度より「宜野湾横断道路東側ルート検討委員会」において、道路整

備のあり方等を継続的に検討中（基地返還から整備・供用開始まで概

ね10年程度を想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

関連部局の検討状況の

内、宜野湾横断道路の線形

について、概略的に検討さ

れている。 

これを踏まえ、検討中の

宜野湾横断道路が周辺市街

地に与える影響や課題を具

体的に整理していく。 
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（３）－２－２ 【STEP２】周辺市街地整備から見た望ましい道路構造・ルートの選定に 

関する検討、沿道地域の市街地再編に関する検討 

① 関連部局によるルート案の課題整理 

⇒道路整備とあわせて一体的に再編すべきエリアのパターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-８ 道路整備とあわせて一体的に再編すべきエリアのパターン 

 

⇒検討課題を整理する際の視点 

普天間飛行場等の大規模な跡地利用の実現に向けては、周辺幹線道路から跡地への

アクセス道路を整備することが必要である。 

跡地へのアクセス道路整備にあたっては、既成市街地を通過するため、様々な影響

が及ぶと考えられる。こうした影響から生じる問題等への対応と、市街地環境の維持

又は改善を図る視点から課題を整理する。 

  

パターン１：土地区画整理事業予定

区域内を通るケース 

 道路予定地の確保 

 整備予定時期の整合 

 整備待ち期間の土地の取扱等 

パターン２：既成市街地を通る 

ケース 

 支障物件の把握 

 該当地権者の移転先の確保 

 地区コミュニティ分断への対応 
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■パターン１：土地区画整理事業予定区域内を通るケース 

【道路整備にあたって想定される影響】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-９ 道路整備にあたって想定される影響 

【検討課題の整理】 

 土地区画整理事業と連携する場合、事業の施行時期とアクセス道路整備時期の調整 

 区画整理事業におけるアクセス道路予定地に関する調整 

 

 

■パターン２：既成市街地を通るケース 

【道路整備にあたって想定される影響】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-10 道路整備にあたって想定される影響 

【検討課題の整理】 

 アクセス道路沿道における基盤整備、土地利用転換等の検討 

 分断される地区間の通行またはコミュニティ維持方策の検討（歩行者ネットワークの 

確保、等） 

 跡地整備と連携した支障物件等移転先の確保 
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② 道路沿道及び沿道地域の現況・課題整理 

⇒道路整備とあわせて一体的に再編すべきエリアの抽出、事業性の検討 

 

 都市基盤の未整備（狭隘道路が地区内道路網を形成、公園・緑地不足地域） 

   

 

 防災上の課題（津波浸水想定区域、旧耐震基準建築物が密集するエリア） 

  

出典：宜野湾市都市計画マスタープラン（令和３年 12 月改定、宜野湾市） 

 

 

図Ⅱ-11 道路整備にあわせて一体的に再編すべきエリアの抽出 

 

 

 
 

 

狭隘道路が密集 

跡地との関係性が限定的なエリア 

 跡地への直接のアクセス道路では

ない又は整備済みである 

旧耐震基準建物が密集 

 
 

跡地と一体的な再編が望ましいエリア 

 跡地へのアクセス道路(計画道路)

が位置している箇所は、跡地と同

時期の整備が望ましい 

 

 

公園・緑地不足範囲 

 

浸水想定範囲 

 

 

道路ネットワークと 
周辺市街地課題の重ね合わせ 
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STEP１と２で整理した、周辺市街地における跡地との関係性ごとのエリア（の考え方）

を踏まえて、幹線道路の沿道エリア、一体的な再編が望ましいエリアについては、跡地

での整備又は幹線道路整備と一体的に整備（検討）を進めていくことが望ましいが、跡

地返還時期の見通しが立たない状況においては、検討を進めていくことが困難であり、

当面は周辺市街地のみで整備を進めざるを得ない（先行して整備を進める）状況といえ

る。 

周辺市街地が先行して整備を進めていく上では、事前に道路用地を確保し返還後の道

路ネットワーク構築を円滑化するなど、跡地を早期に利用できるようにするために着手

すべきエリアの考え方を検討することが望ましい。 

一方で、跡地との関係性が限定的なエリアについては、課題の緊急性等を踏まえ跡地

整備との連携に依存しない解決方法の検討を進めていくことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幹線道路の沿道 

エリア(STEP2-1) 

一体的な再編が望ましい

エリア(STEP2-2) 

跡地との関係性が限定的

なエリア(STEP2-2) 

跡地整備または幹線道路整備と 

一体的に整備（検討）を進めていくこ

とが望ましい 

→返還の見通しが立たず困難 

→当面は周辺市街地のみでの整備 

緊急性等を踏まえ跡地との連携に 

依存しない解決方法の検討 

先行整備による跡地利用の早期実現に

向け着手すべきエリアの考え方を検討 
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（３）－２－３ 【STEP３】跡地利用の推進及び円滑な整備の実現に向けて先行的に着手 

             すべきエリアの検討 

 

⇒先行整備による跡地利用の早期実現に向け着手すべきエリアの考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-12 先行整備による跡地利用の早期実現に向け着手すべきエリア 

 

 

⇒道路整備に関する課題への対応策の検討（イメージ） 

幹線道路沿道での再編   幹線道路整備を契機とした再編 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-13 道路整備に関する課題への対応策の検討（イメージ） 

 

跡地にアクセスする路線の中で、特に主要

な幹線道路（宜野湾横断道路や中部縦貫道

路）は重要度が高い。 

跡地内の整備は返還後だが、その前後区間

は周辺市街地であり、先行して整備するこ

とが考えられる。 

主要幹線道路の前後区間以降は、跡地に連

絡する都市幹線以下の道路の周辺市街地区

間を整備することで、道路ネットワークの

実現を図る。 

また、跡地内に立地する機能を踏まえて市

内の公共施設再編を行い、移転する公共施

設跡地を活かして市街地再編を図る。 
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（４）今後の取組の具体化に向けた課題の整理 

本項では、前項（２）（３）の検討成果・課題等を踏まえ、「全体計画の中間取りまと

め(第２回)」策定後に継続して取り組む課題を整理した。 

 

（４）－１ 部分的な検討の深化を踏まえた取組課題 

前項（２）（３）における検討を踏まえ、次段階で取り組む事項の抽出の視点から、各

項目の課題について、以下のように整理する。 

 

① 道路ネットワーク・道路配置計画の検討の深化を踏まえた課題 

（現状(検討状況)） 

・ 跡地内外を貫く広域的な都市基盤（中部縦貫道路、宜野湾横断道路）の配置・

線形については、跡地利用とも連携を図りながら、関連部局により検討が進展

（宜野湾横断道路は、「全体計画の中間取りまとめ(第２回)(委員会案)」におけ

る配置から若干の変更） 

・ 跡地利用の前提（活用すべき自然・歴史特性の配置を優先）を踏まえ、関連部

局によるルート案が、既往文献等から把握した重要な植生や文化財に与える影

響を確認（道路と近接し、重要な文化財の保全・活用が懸念される箇所を確認） 

・ ただし、現段階で把握している現況等では、重要な文化財の保全・活用範囲等

が不明確であるため、道路配置計画の詳細化の際には、基地内立ち入り調査によ

る現況把握により整合性を確認する必要がある 

（課題） 

・ ルート案の確度が高まった時点で、跡地利用における交通網配置への反映が必

要 

・ 現ルート案とすると、跡地内の道路密度のバランスに配慮した地区幹線道路の

見直しが必要 

・ また、広域から跡地へのアクセス利便性を高めるため、宜野湾横断道路と交差

する跡地内外の主要幹線道路（中部縦貫道路、西海岸道路、国道 330 号）の接続

について、関連部局の検討を踏まえ、引き続き調整を行う 

（具体化の視点） 

・ 道路計画の詳細化には、基地内立ち入り調査により更新した現況把握を踏まえ

る必要があるため、今後の関連部局による検討の進捗と引き続き連携を図る 

・ 当面は、現ルート案で懸念される課題等に対する対応等を検討 
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② 周辺市街地整備との連携における課題 

（現状(検討状況)） 

・ 返還が具体化するまで（「全体計画」策定まで）の「構想段階」において、跡

地内外にまたがる交通網配置（道路整備）に伴う周辺市街地への影響洗い出し 

（課題） 

・ 跡地と連携して解決すべき周辺市街地整備課題（既存の関連プロジェクト含む）

に対し、緊急性・優先度の高い事項の対応方策の検討 

（具体化の視点） 

・ 返還時期が不確定な中、跡地利用までの時間軸を鑑みた周辺市街地整備との連

携 

 

（４）－２ 当面取り組むべき課題 

今後、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」をもとに、跡地利用の目標の実現に向

けた課題に対応しつつ、分野別の計画づくりの熟度を高めて「跡地利用計画」を策定す

ることとなる。ここでは、当面の取組課題について整理する。 

なお、本取組課題は、次段階の取組に引き継がれることを期待し、「全体計画の中間取

りまとめ(第２回)（委員会案）」の巻末「終わりに」に、「普天間飛行場跡地利用計画中

間取りまとめ（第２回）検討委員会」委員長からの今後の取組に向けたメッセージとし

て掲載した。 

 

① 行程計画の更新 

（現状） 

・ 「全体計画の中間取りまとめ」策定後、統合計画で明示された返還時期を目標

とする「行程計画」を作成のうえ、計画内容の具体化に向けた取組を実施 

・ 返還時期が不確定となり、基地内立ち入りによる現況把握も実施できない中、

計画条件の更新の明確化に至らず、既往文献等から把握した内容での更新とな

った 

・ 一方で、明確な跡地の将来像を掲げ、時代や状況の変化を受け入れる柔軟性を

持ちつつ、跡地が資源を最大限に活かす「揺るぎないまちづくりの方向性」を明

示 

（課題） 

・ 跡地利用の実現という目標達成までの道筋（ロードマップ）となる「行程計画」

の更新が必要 

（具体化の視点） 

・ 返還時期が不確定となって生まれた時間の積極的な活用 

 

  



 第Ⅱ章 ｜ 「全体計画の中間取りまとめ（第２回）（委員会案）」の作成 

 

Ⅱ-22 

② 未検証なまま懸念されている課題等への対応 

 - 土木建築工事が琉球石灰岩層に与える影響の検証 - 

（現状） 

・ 透水性が高い「琉球石灰岩層」の分布が想定 

・ 「琉球石灰岩層」は、強度のばらつきが非常に多く、また、空洞が存在するこ

とから工学的な取扱が難しい 

・ 「島尻層群泥岩層」を支持層とすることが一般的であるものの、跡地において

は、「琉球石灰岩層」よりさらに深層に位置するため、施工性が悪く不経済とな

ると推測 

（課題） 

・ 基礎等の構造物を構築する際、「琉球石灰岩層」を支持層とすることができる

かの技術的な検証が必要 

（具体化の視点） 

・ 県内施工事例や文献・研究・実験等による 琉球石灰岩層の支持が可能となる地

盤条件、基礎形式等の設計条件、経済性等の探求 

 

③ 時間がかかることが懸念されている課題等への対応 

 - 人材育成のための取組 - 

（現状） 

・ 「関係者の参加と協働」は、平成 18年２月に策定された「普天間飛行場跡地利

用基本方針（H18.2）」における跡地利用の基本姿勢のひとつとして打ち出され

て以降、「普天間飛行場跡地利用計画の策定に向けた行動計画（H19.5）」、「全

体計画の中間取りまとめ（H25.3）」にもその理念は引き継がれている 

・ 「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」においても「合意形成の促進」及び

「県内外に向けた情報発信」の役割を果たすものと位置づけ 

・ 昭和 20 年の基地接収から 80 年近くが経過し、令和４年５月には沖縄本土復帰

から 50 年を迎える時間の経過の中、当時の地権者やその関係者も高齢化が進行

し、子弟等への世代交代にさしかかっている 

（課題） 

・ 次代を担う人材の育成に資する取組の構築が必要 

（具体化の視点） 

・ 次代を担う若い世代の意識啓発と人材育成を狙いとした情報を発信 
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